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巻頭言

〜１年を振り返って〜

　新型コロナウイルス感染症（COVID−19）流行から１年以上が経過し、手指消毒やユニバーサルマス

クが一般社会でも当たり前となりました。次々とCOVID‒19の検査、治療薬、ワクチンが登場し、治療

は日進月歩していますが、まだしばらくはCOVID‒19の治療や、その影響による医薬品の出荷調整等に

対応する日々が続きそうです。

　当院でも早期からCOVID‒19入院患者を受け入れており、専用病棟を作るために病棟編成が行われた

中、院内で統一した業務手順を用いることの重要性を再認識しました。薬剤関連業務においても応援ス

タッフが病棟特有のローカルルールがあることを知らないためにヒヤリとする場面が出てきました。あ

らためて院内手順を周知するとともに、標準的な使いやすい手順とすることを検討しているところで

す。標準化した業務手順を整備しておくことは、院内で配置異動となった看護師・薬剤師・研修医等に

とっても負担が軽減されると考えます。転入してきたスタッフ、受け入れるスタッフの双方にとって有

用なものにしたいと考えています。

　また、COVID‒19により感染対策に対する意識が、医療スタッフ・患者さん・社会の幅広い世代で高

まりました。廊下に設置してあるスタンドタイプの手指消毒薬の使用量が大幅に増加し、以前は開封後

の使用期限を確認していましたが、今では中身が空になっていないか注意を払うようになりました。ス

タッフによる環境清拭も自主的に積極的に行われているように見受けます。

人との接触機会を減らすために、多くの学会・研修・会合が集合型からWEB型となり、会場まで向

かう移動時間が短縮されました。東京や遠隔地で開催される学会等にもWEB参加出来るため、学習に

は非常に好都合となりました。第６回石川県立中央病院薬薬連携セミナーも初のWEB方式で開催しま

した。特別講演の先生に直接お会いすることは出来ませんでしたが、遠方からも参加の申し込みをいた

だいたことは嬉しい限りです。

　さて、令和３年３月から医療機関・薬局でマイナンバーカードを健康保険証として使用したり、健康

保険証の資格確認がオンラインで可能となります。また10月からは本人の同意を取得した上で、マイナ
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ンバーカードで薬剤情報を医療機関等が閲覧できるようになります。今まで薬歴を把握するには「お薬

手帳」等の紙ベースが主体でしたが、薬歴を確認できる新たなシステムとして期待されます。寄稿時に

おけるマイナンバーカードを用いた薬剤情報の特徴をいくつか書き出します。

・薬剤情報の内容は、調剤年月日、処方医療機関識別、処方区分、使用区分、医薬品名、成分名、用法、

用量、調剤数量

・薬剤情報は、医療機関等を受診し、医療機関等から毎月請求される医科・歯科・調剤・DPCレセプ

ト（電子レセプト）から抽出

・令和３年９月診療分のレセプトから抽出を開始

・過去３年間分の情報が閲覧可能

・資格確認の対象となる証類は、健康保険被保険者証、国民健康保険被保険者証、後期高齢者医療被保

険者証等の保険者がシステム管理している証類

・自治体が管理している公費負担・地方単独事業に伴う証類は対象外（３月時点）

　公費負担分や直近の薬剤情報では「おくすり手帳」等の確認が必要となります。石川県のマイナン

バーカードの普及率は25％前後ですが、これから増加していくと予想されるため、活用出来るよう準備

したいと考えます。

　患者さんの薬歴が正確に繫がるよう、入退院時の服薬指導や情報提供を「お薬手帳」「情報提供文書」

も用いながら行っていきたいと思います。
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